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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその対向基板製造方法

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置において、各種の画面サイズの
対向基板を容易に製造して初期コストの低減を図る。
【解決手段】  マトリクスアレイ基板２と対向基板３の
間に液晶層を挟持した構成の液晶表示装置において、対
向基板３の全面に対向電極７を形成する構成とし、且つ
外部ＰＣＢと接続するための端子パッド３３を有しない
辺において、シール部材４０の外側には対向電極電位配
線２７とこの配線に電位を供給する導電パッド２８のみ
を配置した。この結果、対向基板３が共通化されて、コ
スト低減に寄与し、電触などによる表示不良の発生しな
い液晶表示装置及びその対向基板製造方法が得られる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の画素電極が表示領域内に規則的に
配置された第１の電極基板と、前記複数の画素電極と相
対する対向電極が形成された第２の電極基板とを備え、
前記第１の電極基板と第２の電極基板が、前記表示領域
の周辺部に形成されたシール部材により所定の間隔をも
って貼り合わされ、前記２つの基板と前記シール部材と
で形成される空間内に液晶層が封入された液晶表示装置
において、
前記対向電極を、前記第２の電極基板の全面に形成し、
前記第１の電極基板では、外部ＰＣＢと接続するための
接続パッドを有しない辺において、前記対向電極に電位
を供給する対向電極電位配線とこの対向電極電位配線に
電位を供給する導電部材のみが前記シール部材の外側に
配置され、その他の配線は前記シール部材の内側に配置
されたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  請求項１記載の前記第２の電極基板は、
全面に前記対向電極が形成されたマザーガラスから画面
サイズに対応したサイズで切り出されることを特徴とす
る液晶表示装置の対向基板製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、マトリクスアレイ
基板を用いたアクティブマトリクス型の液晶表示装置及
びその構成部材である対向基板の製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、小型、軽量、低消費電力を志向し
て、液晶表示装置に代表されるフラットパネルディスプ
レイの開発が進められ、その一種としてアクティブマト
リクス型液晶表示装置がある。
【０００３】図５、図６は従来のアクティブマトリクス
型液晶表示装置の構成例を示す概略斜視図である。
【０００４】図５に示すように、マトリクスアレイ基板
２ａを構成する透明な絶縁基板４上には、複数の信号線
１２が平行に配線され、これと直交するように複数の走
査線１４が平行に配線されている。この信号線１２と走
査線１４との間は、図示されていない絶縁膜によって電
気的に絶縁されている。
【０００５】また、絶縁基板４上には、各々の信号線１
２に映像信号を印加するために、信号線１２の一端に接
続された信号線駆動回路１３と、各走査線１４に走査信
号を印加するために、走査線１４の一端に接続された走
査線駆動回路１５とが配置されている。
【０００６】さらに、これら信号線１２と走査線１４と
の各々の交差点近傍にはスイッチング素子としての薄膜
トランジスタ（以下、ＴＦＴという）１６を介して画素
電極１７がマトリクス状に配置されている。ＴＦＴ１６
のゲートは対応する走査線１４に接続され、ドレインは
対応する信号線１２に接続され、ソースは対応する画素
電極１７にそれぞれ接続されている。
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【０００７】絶縁基板４上において、画素電極１７が設
けられた表示領域１１の周辺部には、後述する対向基板
３ａに電位を供給するための導電パッド２８、及びこの
導電パッド２８につながる対向電極電位配線２７ａが設
けられている。対向電極電位配線２７ａには、図示しな
いＰＣＢ（プリント配線基板）から、接続パッド３３を
通じて所定の電位が供給されている。絶縁基板４上に
は、対向電極電位配線２７ａの外側にその他の配線３０
が設けられている。
【０００８】一方、対向基板３ａは図６に示すような構
成を備えている。対向基板３ａを構成する透明な絶縁基
板５の表面上には、図示しない液晶層に電位を印加する
ための透明電極材料からなる対向電極７が形成されてい
る。この対向電極７は、マスクなどによって所定の形状
にパターニングされており、表示領域１１と対応するよ
うに一様に形成され、この領域内は全て等電位となる。
【０００９】また、絶縁基板５における周辺部の表面上
には、マトリクスアレイ基板２ａの導電パッド２８から
電位を受け取るための対向導電パッド２９が設けられて
いる。対向導電パッド２９は対向電極７と同一工程によ
り、例えばＩＴＯ膜により一体的に形成される。
【００１０】図５に示されたマトリクスアレイ基板２ａ
の周辺部には、シール部材３２が塗布され、図６の対向
基板３ａと貼り合わせられる。対向基板３ａに与えられ
る電位は、外部からマトリクスアレイ基板２ａ上の対向
電極電位配線２７ａに印加され、導電パッド２８を介し
て対向導電パッド２９に送られる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】ところで、近年におい
ては、液晶表示装置の用途の多様化に伴い、様々な画面
サイズの液晶表示装置が開発されており、そのために、
各画面サイズに応じた対向基板３ａが必要となってい
る。この対向基板３ａは、図７に示すように、一枚の大
きなマザーガラス５０から、例えば４枚を切り出して製
造される。その際、画面サイズに応じて、対向基板３ａ
のサイズ（図中、寸法ａで示す）も変えなければなら
ず、それに応じて、対向電極７もパターンニングしてサ
イズに応じて用意しなければならなかった。
【００１２】したがって、各画面サイズに応じた対向基
板３ａを製造することは、各サイズ毎のマスクを作成す
る必要が生じると共に、それぞれを製造するための初期
コストがかさむことによって、液晶表示装置自体のコス
トの増大を招くという問題点があった。
【００１３】しかしながら、液晶表示装置に、対向電極
が全面に形成されている対向基板を用いた際には、シー
ル剤の外側に対向電極電位配線以外の配線が存在する
と、対向基板とマトリクスアレイ基板との間に電位差が
生じ、外部から水分付着などにより電触が発生し、表示
不良となる。
【００１４】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
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あり、対向基板を共通化することによって、コスト低減
に寄与し、かつ電触などによる表示不良の発生しない液
晶表示装置及びその対向基板製造方法を提供することに
ある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、請求項１の発明は、複数の画素電極が表示領域内に
規則的に配置された第１の電極基板と、前記複数の画素
電極と相対する対向電極が形成された第２の電極基板と
を備え、前記第１の電極基板と第２の電極基板が、前記
表示領域の周辺部に形成されたシール部材により所定の
間隔をもって貼り合わされ、前記２つの基板と前記シー
ル部材とで形成される空間内に液晶層が封入された液晶
表示装置において、前記対向電極を、前記第２の電極基
板の全面に形成したことを特徴とする。そして、前記第
１の電極基板では、外部ＰＣＢと接続するための接続パ
ッドを有しない辺において、前記対向電極に電位を供給
する対向電極電位配線とこの対向電極電位配線に電位を
供給する導電部材のみが前記シール部材の外側に配置さ
れ、その他の配線は前記シール部材の内側に配置される
ことを特徴とする。
【００１６】請求項２の発明は、請求項１記載の前記第
２の電極基板を、全面に前記対向電極が形成されたマザ
ーガラスから画面サイズに対応したサイズで切り出すこ
とを特徴とする液晶表示装置の対向基板製造方法であ
る。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明に係わる液晶表示装
置及びその対向基板製造方法を、アクティブマトリクス
型液晶表示装置に適用した場合の実施形態について説明
する。
【００１８】図１は、本実施形態に係わる液晶表示装置
１００の構成を示した概略斜視図である。但し、図５に
示した従来例と同等部分には同一符号を付して説明す
る。
【００１９】この実施形態に示す液晶表示装置１００
は、アクティブマトリクス型液晶表示装置であって、マ
トリクスアレイ基板２と図２に示した対向基板３と、こ
れらの基板間２、３に狭持される図示しない液晶層とを
備えている。
【００２０】マトリクスアレイ基板２は、図１に示した
ように透明な絶縁基板４上に複数の信号線１２が平行に
配設され、これらの信号線１２とほぼ直角に交差するよ
うに複数の走査線１４が平行に配設されている。各々の
信号線１２と走査線１４とは、図示されていない絶縁膜
によって電気的に絶縁されている。
【００２１】信号線１２の一端には、信号線１２に映像
信号を印加するための信号線駆動回路１３が電気的に接
続されており、また走査線１４の一端には走査線１４に
走査信号を印加する走査線駆駆動回路１５が電気的に接
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続されている。
【００２２】信号線１２と走査線１４との各交差点毎
に、ＴＦＴ１６及び画素電極１７がマトリクス状に配置
されている。ＴＦＴ１６のゲートは対応する走査線１４
に接続され、ドレインは対応する信号線１２に接続さ
れ、ソースは画素電極１７に接統されている。なお、画
素電極１７は例えばＩＴＯ膜のような透明電極、Ａｌ合
金やＡｇ合金のような反射電極で形成されている。
【００２３】絶縁基板４上の表示領域１１の周辺部に
は、対向電極７に電位を与えるための導電パッド２８及
び対向電極電位配線２７が設けられている。対向電極電
位配線２７は、信号線１２及び走査線１４が形成される
工程と同一工程において形成される。また、対向電極電
位配線２７には、図示しないＰＣＢより接続パッド３３
を通じて外部から所定の電位が供給されている。
【００２４】一方、対向基板３には、図２に示すように
透明な絶縁基板５上に、液晶層に電位を印加するための
対向電極７が形成されている。この対向電極７は、従来
例のようにマスクなどによってパターニングされること
なく、対向基板３の全面に一様に形成されている。この
ため、画面サイズによる区別が不要となり、後述するよ
うに基板管理が容易になるという利点がある。
【００２５】図３は、上記液晶表示装置１００の部分断
面図である。対向電極７は、対向基板３の端部まで形成
され、マトリクスアレイ基板２の周辺部に設けられてい
る対向電極電位配線２７と、この対向電極７の間には導
電シール部材４０が形成されている。マトリクスアレイ
基板２と対向基板３は導電シール部材４０を介して貼り
合わされ、この導電シール部材４０を通して対向電極電
位配線２７から対向電極７に電位が供給されている。導
電シール部材４０の外側には（図示しない外部ＰＣＢと
接続するための接続パッド３３を有する辺を除いて）対
向電極電位配線２７のみが形成され、導電シール部材４
０の内側にはその他の配線３０が配置されている。
【００２６】図４は、上記のように全面に対向電極７が
形成された対向基板３の製造方法を説明するための概略
図である。
【００２７】マザーガラス５０の主面上には対向電極７
が全面に形成されており、このマザーガラス５０から、
製品の仕様で定められた画面サイズに対応したサイズの
対向基板３が切り出される。対向基板３をどのようなサ
イズに切り出しても、切り出された対向基板３の全面に
は対向電極７が形成された状態となる。したがって、画
面サイズが変わることにより、対向電極７のサイズが変
わっても、そのサイズに合わせて対向電極７をパターニ
ングする必要がないので、各種サイズの対向基板３を容
易に製造することができる。
【００２８】上述した実施形態によれば、対向基板３の
全面に対向電極７を形成する構成とすることにより、全
面に対向電極７が形成されたマザーガラス５０から画面
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サイズに対応したサイズの対向基板３を切り出して、対
向基板３を製造することができるため、対向電極７をパ
ーターニングする必要がなく、このため各サイズ毎のマ
スクを作成する費用を削減することが可能になり、対向
基板３の製造工程を簡略化して初期コストを低減するこ
とができる。
【００２９】また、対向基板３の全面に対向電極７を形
成した場合、シール部材の外側に対向電極電位配線以外
の配線３０が存在すると、マトリクスアレイ基板２と対
向基板３との間に電位差が生じ、外部からの水分付着な
どにより電触が発生し、表示不良となるおそれがある。
【００３０】しかしながら、上述した実施形態では、マ
トリクスアレイ基板２の表示領域１１の周辺を囲むよう
に導電シール部材４０が形成され、接続パッド３３が存
在する以外の辺において、この導電シール部材４０の外
側には、対向電極電位配線２７以外の配線は存在しない
構造としたため、接続パッド３３が存在する以外の辺に
おいては、導電シール部材４０の外側には同電位の対向
電極電位配線２７と対向電極７のみが存在し、それらの
間には電位差が生じることがない。したがって、外部か
ら水分などが付着しても、電触が発生することがなく、
表示不良を無くすことができる。
【００３１】さらに、接続パッド３３には、図示しない
外部ＰＣＢとの電気的な接続を得るため、図示しないＦ
ＰＣ（フレキシブルプリント配線）を接続する。その補
強のためにシリコンなどを塗布することにより、接続パ
ッド３３の周辺には端面に水分が付着しなくなるため、
接続パッド３３の周辺において、電触等による表示不良
の発生を抑えることができる。
【００３２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
マトリクスアレイ基板に対向して配置される対向基板の*
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*全面に対向電極を形成するようにしたので、共通のマザ
ーガラスから各種の画面サイズの対向基板を容易に製造
して初期コストの低減を図ることができる。
【００３３】また、外部ＰＣＢと接続するための接続パ
ッドを有しない辺において、マトリクスアレイ基板と対
向基板とを張り合わせる導電シール部材の外側には対向
電極電位配線とこの配線に電位を付与する接続パッドの
みを配置するするように構成しているので、電触などに
よる表示不良の発生を防止することができ、表示不良の
ない高品位な画像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態に係わる液晶表示装置の構成を示した
概略斜視図。
【図２】図１に示した液晶表示装置の対向電極の構成を
示した概略斜視図。
【図３】図１に示した液晶表示装置の部分断面図。
【図４】図１に示した全面に対向電極が形成された対向
基板の製造方法を説明するための概略図。
【図５】従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置の
構成を示した概略斜視図。
【図６】図５に示した液晶表示装置の対向電極の構成を
示した概略斜視図。
【図７】従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置に
用いられる対向基板の製造方法を説明するための概略
図。
【符号の説明】
２…マトリクスアレイ基板、３…対向基板、４，５…絶
縁基板、７…対向電極、１２…信号線、１３…信号線駆
動回路、１４…走査線、１５…走査線駆動回路、１６…
ＴＦＴ、２７…対向電極電位配線、２８…導電パッド、
３０…その他の配線、３３…接続パッド、４０…導電シ
ール部材、５０…マザーガラス

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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